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さわやかクラブ連合会のみなさんと子ども
たちが「紙とんぼづくり」を行いました。この
事業は季節の行事を楽しみながら三世代で
交流を深めることを目的としています。ティ
ッシュペーパーの空き箱と竹串で作った羽
と持ち手に好きな色の折り紙を貼って完成。
持ち手を短くしたり、羽の形を工夫してみた
り。子どもも大人も夢中になって作った紙と
んぼを飛ばしました。	 こども笑顔担当

シリーズで開催している「あそびと運動」、今
回はぐるる宮代のサブアリーナを会場にバ
ドミントンを行い、小学3年生から6年生ま
での総勢18名が参加しました。友達とあそ
びでバドミントンをやったことがあるので、
興味があった、という子どもたちも多く、め
きめきと上達。最後には「はじめよりシャト
ルが打てるようになった」「また参加したい」
と目を輝かせました。 スポーツ振興担当

埼玉東部消防組合管内（加須市、久喜市、幸手
市、白岡市、杉戸町、宮代町）で発生する緊急通
報に対応していた現在の消防指令センターをリ
ニューアルした「高機能消防指令センター」が4
月1日より本格的に運用を開始しました。この運
用に先立ち、3月8日、埼玉東部消防組合高機能
消防指令センター開所式及び内覧会が開催さ
れました。今回の整備により、言葉では把握しに
くい救急現場や交通事故などの状況把握を映像
で確認できるようになりました。これにより、通報
者への的確な応急手当指導により被害の軽減を
図ります。 	 	 危機管理担当
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高機能消防指令センター運用開始
より迅速に命と安全を守る
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映像通信システム 119番通報者が撮影した映
像を指令センターで受信し、言葉では把握しにく
い状況把握及び通報者への的確な応急手当を
指示。
119通報音声認識 通話内容をリアルタイムに
文字化して画面に表示することで、現地の状況
を正確に把握。
出動車両運用管理装置 GoogleマップとGPSを
活用して、リアルタイムに消防車両の位置や活
動状況を把握
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